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材料ーＰＰ￥２０１４－１０－１８－ｔｅｓｔ￥Polypropyleneの配向 

２０１６年０６月１４日,多軸配向材料の配向関数算出 



極点図の補正 
透過法極点図の補正、 バックグランド補正、吸収補正 
反射法極点図の補正、 バックグランド補正，ｄｅｆｏｃｕｓ（吸収を含む）補正 

実測定バックグランド強度からピーク正味積分強度を算出(PEAKとＢＧを測定する） 

Defocus(測定２θと受光スリット幅に影響される） 吸収補正 
  吸収係数が小さいと、回折に寄与する 
  体積に関係してきます。 
  極点図の内側で補正量が大きく成ります 

極点図の外周のみで計算する配向度、配向分布関数はdefocus補正不要 
完全極点図から計算する配向関数は、ｄｅｆｏｃｕｓ補正が必要です。 
透過極点と反射極点を使う場合、データの繋ぎは慎重に計算確認して下さい 
ＯＤＦ解析では、透過法極点図のみで計算する場合、ｄｅｆｏｃｕｓ補正は不要 



配向評価法 
配向度 (CTR/PreferredOrientationソフトウエア） 
    極点図の外周データから半価幅率を計算 

配向分布関数 （ＦｉｂｅｒＳｉｍｐｌｅＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ） 
    極点図｛１１０｝、｛０４０｝の外周データから計算 

配向関数 （Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ（完全極点図），ＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ(不完全極点図） 
    極点図｛０４０｝の完全極点図から計算 

ＯＤＦ解析 （ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ） 
   複数の極点図からＯＤＦを求め、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを得る 

１軸配向材料の配向状態評価 

１軸配向材料の軸配向評価（平行、垂直） 

ＮＤ，ＴＤ，ＲＤ方向に対する評価 

結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の定量 

配向関数 （Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ（完全極点図） ２面による 
    極点図｛１１０｝｛０４０｝の完全極点図から ａ，ｂ，ｃ軸方向のND,RD,TD配向評価 

= 



材料測定（測定方向による極点図） 

ＮＤ 

ＲＤ 

ＲＤ方向(上段）とＮＤ方向（下段）の極点図測定 

RD方向の極点図 

ND方向の極点図 

ＯＤＦは全ての極点図を対象としている 

配向関数で使う極点図（完全極点図（反射不完全） 

配向度で使う極点図（外周のみ） 

配向分布関数で使う極点図（外周のみ） 



軸変換(PFRotation) 

ＴＤ軸に対し90度回転 



広がりが異なるデータの解析（配向度）極点図の外周から計算 

VolumeFraction80%のeuler角度半価幅 10deg-20deg比較 

80%-10deg、ND方向の極点図 

80%-20deg、ND方向の極点図 

{110}の極点図 

{110}の極点図 

配向度では、分布の広がりが１０ｄｅｇと２０ｄｅｇで、積分幅で計算すると、８４＜－＞７７と計算される 



広がりが異なるデータの解析（配向関数）完全極点図から計算 

配向度関数では、分布の広がりが１０ｄｅｇと２０ｄｅｇで、RDが、０．８５３９＜－＞０．８２８５と計算される 

80%-10deg 

80%-20deg 



広がりが異なるデータの解析（配向関数）不完全極点図から計算 

配向度関数では、分布の広がりが１０ｄｅｇと２０ｄｅｇで、RDが、０．８５８８＜－＞０．８３０９と計算される 

80%-10deg 

80%-20deg 



広がりが異なるデータの解析（配向分布関数）極点図の外周の90->270から計算 

80%-10deg 

80%-20deg 

配向分布関数では、分布の広がりが１０ｄｅｇと２０ｄｅｇで、ｆｂが、０．７８４８＜－＞０．７４３６と計算される 



VolumeFractionが異なるデータの解析（配向度）極点図の外周から計算 

80%-10deg、ND方向の極点図 

{110}の極点図 

40%-10deg、ND方向の極点図 

{110}の極点図 

プロファイルが相似形の為、結果は同じしかし、PreferredOrientation(ver1.07)にて、バッ
クグランドの扱い変更により評価が可能になった 
詳しくは、PreferredOrientation説明書を参考にして下さい。2015/01/15 



VolumeFractionが異なるデータの解析（配向関数）完全極点図から計算 

80%-10deg 

40%-10deg 

配向度関数では、VF%が８０％と４０％で、RDが、０．８５３９＜－＞０．５９３７と計算される 



VolumeFractionが異なるデータの解析（配向関数）不完全極点図から計算 

80%-10deg 

40%-10deg 

配向度関数では、VF%が８０％と４０％で、RDが、０．８５３９＜－＞０．５９３７と計算される 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ異なるデータの解析（配向分布関数）極点図の外周の90->270から計算 

80%-10deg 

40%-10deg 

配向分布関数では、VF%が８０％と４０％は、０．７８４８＜－＞０．３９７５と計算される 



{110},{040}完全極点図から配向関数 

｛１１０｝、｛０４０｝から 
A-axis,b-axis,c-axis方向の 
ND,RD,TDを計算します。 



TexToolsで解析＜010＞//RD-Fiber 80%-10deg 

40%-10deg 

ＴｅｘＴｏｏｌｓのＯＤＦ解析では、ＯＤＦＭａｘ方位密度は８０％が１０９．２、４０％では５９．０８ 



ＴｅｘＴｏｏｌｓのＯＤＦ 

{00-1}<010>:  (180,180,90) 

{001}<010>:  (180,0,90) 
{001}<0-10>:  (0,0,90) 

{00-1}<0-10>:  (0,180,90) 

{100}<010>:  (180,90,90) 

{101}<010>:  (180,45,90) 

{10-1}<010>:  (180,135,90) 

{100}<0-10>:  (0,90,90) 

{10-1}<0-10>:  (0,135,90) 

{101}<0-10>:  (0,45,90) 

ＲＤ方向＜０１０＞を軸に｛ｈ0l}がｒａｎｄｏｍ状態である事が分かります。 
 {h0l}には｛００ｌ｝や｛ｈ００｝を含みます。 



<010>//RD－Ｆｉｂｅｒ 



TexToolsで解析<010>//RD－Ｆｉｂｅｒを定量 

80%-10deg 

40%-10deg 

80%-20deg 

ＯＤＦ解析では方位の広がりを含むＶｏｌumeFractioｎが求められます。 



TexToolsで解析＜001＞//RD-Fiber 80%-10deg 

40%-10deg 

ＴｅｘＴｏｏｌｓのＯＤＦ解析では、ＯＤＦＭａｘ方位密度は８０％が１４４、４０％では７３．２ 



ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ 

ＲＤ方向＜００１＞を軸に｛ｈｋ０}がｒａｎｄｏｍ状態である事が分かります。 
 {hｋ０}には｛ｈ００｝や｛０ｌ０｝を含みます。 

{010}<001>:(90,90,0) 

{160}<001>:(90,90,9.79) 

{140}<001>:(90,90,14.71) 

{130}<001>:(90,90,19.59) 

{120}<001>:(90,90,28.78) 

{110}<001>:(90,90,50.42) {430}<001>:(90,90,59.96) {940}<001>:(90,90,74.65) 

{310}<001>:(90,90,80.69) 

{610}<001>:(90,90,90) 

{100}<001>:(90,90,99.5) {5-10}<001>:(90,90,110.11) {3-20}<001>:(90,90,129.69) 

{1-10}<001>:(90,90,139.27) 

{1-20}<001>:(90,90,155.11) {0-10}<001>:(90,90,180) 



<0０１>//RD－Ｆｉｂｅｒ 



ＬａｂｏＴｅｘで解析<0０１>//RD－Ｆｉｂｅｒを定量 

80%-10deg 

40%-10deg 

80%-20deg 

ＯＤＦ解析では方位の広がりを含むＶｏｌumeFractioｎが求められます。 



まとめ 

• 透過極点図処理はバックグランド除去、吸収補正を行う 

• 反射極点図処理はバックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ（吸収を含めた）を行うが補正量が難しい 

• １軸配向の場合、配向軸、配向面に着目して解析を行う 

• 配向度解析と配向分布関数解析は極点図の外周データのみで計算可能 

• 測定時間 配向度＜配向分布関数＜配向関数＜ODF 

• 配向関数解析では、軸配向は、完全極点図で計算、面配は、不完全反射極点図で計算 

• 配向関数解析では、極密度＋極密度の広がりの相対解析が出来る。 

• 配向分布関数では、極密度＋極密度の広がりの相対解析が出来る。 

• ODF解析では、方位密度の絶対値定量解析 

 

• １軸配向解析では、配向分布関数と透過極点ODF解析の組み合わせが有利 

 

 

 

 


